


国会事故調査委員会・タウンミーティング会議録
国会事故調（東京電力福島原子力発電所事故調査委員会）では、情報公開を徹底するため、開催された 回の委員会、
及び 回のタウンミーティングを全て公開で行った。委員会では、合計 人の参考人を呼び、また、タウンミーティン
グでは合計 人超の被災された方にご参加いただき、生の声をお聞かせいただいた。福島第一原子力発電所訪問
ののち福島市で行った第１回を除き、全てが日本語及び英語で動画配信されている。その模様は、国会事故調のホー
ムページ（http://naiic.go.jp）で視聴可能となっている。

 第1回委員会 平成23年12月19日 （福島ビューホテル）
  委員会運営／福島の事故後の現状

 第2回委員会 平成24年1月16日 （憲政記念館）
  事故調査説明聴取／政府事故調、東電調査、文科省検証
  参考人 : 畑村 洋太郎氏（政府事故調委員長）／山崎 雅男氏（東京電力 副社長）／
   渡辺 格氏（文部科学省 科学技術・学術政策局次長）

 第3回委員会 平成24年1月30日 （市民プラザかぞ）
  参考人：井戸川 克隆氏（双葉町長）
  タウンミーティング（双葉町の皆さん） 

 第4回委員会 平成24年2月15日 （衆議院第16委員室）
  参考人：班目 春樹氏（原子力安全委員長）／寺坂 信昭氏（前保安院長）

 第5回委員会 平成24年2月27日 （参議院議員会館内講堂）
  参考人：リチャード・A・メザーブ博士（元米国原子力規制委員長）

 第6回委員会 平成24年3月14日 （参議院議員会館内講堂）
  参考人：武藤 栄氏（前東京電力 副社長）

 第7回委員会 平成24年3月19日 （参議院議員会館内講堂）
  参考人：ヴォロディミール・ホローシャ氏（チェルノブイリ立入禁止区域管理庁長官）他  

 第8回委員会 平成24年3月28日 （参議院議員会館内講堂）
  参考人：武黒 一郎氏（東電 フェロー）／広瀬 研吉氏（内閣府 参与）

 第9回委員会 平成24年4月18日 （参議院議員会館内講堂）
  参考人：深野 弘行氏（保安院長）　

 第10回委員会 平成24年4月21日 （二本松市民会館）
  参考人：馬場 有氏（浪江町長）他
  浪江町の方とのタウンミーティング 

 第11回委員会 平成24年4月22日 （会津大学講堂）
  参考人：渡辺 利綱氏（大熊町長）他
  大熊町の方々とのタウンミーティング

 第12回委員会 平成24年5月14日 （参議院議員会館内講堂）
  参考人：勝俣 恒久氏（東京電力 会長）

 第13回委員会 平成24年5月16日 （衆議院第16委員室）
  参考人：松永 和夫氏（前経済産業事務次官）

 第14回委員会 平成24年5月17日 （参議院議員会館内講堂）
  参考人：海江田 万里氏（元経済産業大臣）
  調査報告／論点整理（ 回目）

 第15回委員会 平成24年5月27日 （参議院議員会館内講堂）
  参考人：枝野 幸男氏（前内閣官房長官）

 第16回委員会 平成24年5月28日 （参議院議員会館内講堂）
  参考人：菅 直人氏（前内閣総理大臣）

 第17回委員会 平成24年5月29日 （福島テルサ）
  参考人：佐藤 雄平氏（福島県知事）

 第18回委員会 平成24年6月8日 （参議院議員会館内講堂）
  参考人：清水 正孝氏（前東京電力 取締役社長）

 第19回委員会 平成24年6月9日 （参議院議員会館内講堂）
  調査報告／アンケート・論点整理（ 回目）
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第 4 回委員会
平成24年2月15日
（衆議院第16委員室）

原 子力発電所の事故当時、最前線の責任者として対応に当たった、内閣府原子
力安全委員会（以下「安全委員会」という）の班目春樹委員長、保安院の寺坂

信昭前院長を参考人として招き、当時の状況及び経緯について説明を受けるととも
に、被害の軽減対策、今後の原子力安全の在り方等について議論した。
　安全委員会が原子力の安全確保に関する基本的な考え方を示すために発行して
きた安全審査指針類が、原発を建てられるようにつくられてきたことが示唆された。
また、保安院の規制強化が不十分であった背景として、事故は起こらない、起こると
しても非常に小さい確率であるとの意識があったことが指摘された。また、寺坂参
考人が、組織の長でありながら事故後まもなく官邸から保安院に戻ったことについて、
自身が事務系の人間であり技術的知見に難があると自ら判断したためと釈明した。

概要

主要ポイント ○安全委員会の安全指針類は全面的な改訂が必要
　安全委員会の班目委員長自身が安全指針類そのものに瑕疵（欠陥）があったこと
を認め、謝罪した。特に、昭和 ( )年に策定された原子炉立地審査指針と
いう時代にそぐわない指針に基づいて設置が許可されていること、今回の事故では、
同指針が規定する「仮想事故」（重大事故を超えるような技術的には起こることは考
えられない事故）よりも、はるかに多くの放射能が放出され、既存の発電所におけ
る安全性に大きな問題があることが明らかになった。また、原子力発電所を建てら
れるように基準を作っており、その全面的な改訂が必要であるとの認識も示された。
○従来の原子力政策は緊急時の備えが不十分
　両組織とも原子力の安全を担う使命を持っているものの、緊急時の備えが不十分
であった。その背景には、事故は起きないであろうという前提で推進されてきた原
子力政策の根本的な問題がある。両組織に住民あるいは国民の安全を守るという意
識が欠如していることも判明した。
○規制組織の専門性が欠如
　組織としての専門性の欠如、組織の長としての専門性の欠如という問題も浮き彫
りになり、独立性が高く科学的根拠に基づいた勧告や提言を出せる組織や制度の
重要性があらためてクローズアップされた。また、事故を引き起こした当事国として、
わが国に国際的な信頼に足る安全基準をつくる責務があることも浮き彫りになった。

 

班目 春樹　参考人
（安全委員会委員長） 

寺坂 信昭　参考人
（前保安院長）
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国会事故調
東京電力福島原子力発電所事故調査委員会

調査報告書【会議録】
平成 年 月 日

〒100-0014　東京都千代田区永田町1丁目7番1号
☎03-3581-5111（代表）http://naiic.go.jp

Ⓒ国会　　無断転載を禁じます
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